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NOC技衛ノート No. 477 

CR用老化防止剤について (2)

前回1),CRに対する老化防止剤の加硫挙動と

練り生地の安定性について紹介した．

今回は，前回に引き続き CR加硫物の熱老化圧

縮永久ひずみおよびオゾン劣化試験について紹介

する．

表 1に常態物性，熱老化後の物性圧縮永久ひず

みおよびオゾン劣化，図 1に熱老化後の EBの変

化率を示した．

熱老化試験の結果から，今回使用した老化防止

剤は，いずれも，熱老化後の伸びの低下，モジュ

ラスの増加を抑制している．ノクラック BC単独

あるいは 6Cの増量よりノクラック ADを併用

すると効果的である. 6 C/ADにノクラック

MBZを併用すると更に良好となる．

圧縮永久ひずみは，無添加に対して老化防止剤

を添加することによって，良好となる．

オゾン劣化試験においては， 810-NAあるいは

BCを添加することで大きく耐オゾン性が改良さ

れていることが確認でぎる．

以上の結果より， CR用の老化防止剤として 6

C/AD/MBZの組合せが好適と考える．

実験

1. 配合

CR*'100  
ステアリン酸 0.5 
SRFブラック 30 
酸化亜鉛 5 

酸化マグネシウム 4 
エチレンチオウレア 0.5 

-------―ヨ争---------------------—--------------⇔-----------→ -------------試料老化防止剤 別記
*1非硫黄変性タイプ，ムーニー粘度 48(100℃)

2 • 試料

1. 無添加

2. 810-NA(2) 

3. 810-NA(4) 

4. 6 C (2) 

5, 6 C(4) 

6, 224(4) 

7. 6 C (2) / AD (2) 

8. 6 C(2)/AD(2)/MB(l) 

9. 6 C(2)/AD(2)/MBZ(l) 

3 • 評価項目

①常態物性；引張試験，破さ試験

②熱老化試験； 120℃ X 96, 168, 240時間，

試験管加熱老化試験機使用

③圧縮永久ひずみ試験； 100℃ X22, 

70時間熱処理， 25%圧縮

④オゾン劣化試験； 40℃ XlOO pphm 

静的； 60%伸長， 500時間

動的； 0 -30%, 300時間

引用文献

1) NOC技術ノート No.476, 日ゴム協誌； 73 (8), 
466 (2000) 
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罰1 熱老化後の EB変化率(120℃老化）
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表 1 各老化防止剤配合加硫ゴムの物性

？ r; 

RIO-NA RIO-NA 
無添Im fiC:(2) 6C(4) 

(2) (4) 

20. 2 20, R 18. 9 18. 0 19, 9 

:no 410 4fi0 :rno 4fi0 

2. 7 2. 9 2. fi 2. 7 2. fi 

r,, R 7. :l H. I (i.fi fi. 2 

14. 8 t:l, 7 11.1 12. fi 11. 7 

fi~ (,~ fi2 fi:l fil 

-24 -~ +7 +4 -1 

-liR -:i2 -24 -29 -:l~ 
+:17(う +89 +100 +9~ -9(i 

+R:¥ +9~ +9R +82 

+fi9 

+IH +II +12 +10 +I I 

-29 -[4 -r, -7 -8 

-H4 -4~ -/il -fiO -49 

+lfiO +198 +171i +194 

+l:l4 +167 +lfiR 

+21 +14 +lfi +!~ +1r, 

-~2 -9 

゜
+S -f; 

-f)r, -fi9 -62 -RR -64 

+2H2 +~l l +~14 +~0:1 

+:lo +18 +20 +IR +20 

~r, 20 22 2~ 22 

49 27 ~o ~o 29 

C-4 

c-~ 

fi 7 R Q 

liC(2) 6C(2) 
6C(2) 

Al>(2) 224 (4) AD(2) 
AD(2) 

MB(l) MBZ (I) 

IR. H lR. l 20, ~ 20. fi 

~!iO 410 fiRO 470 

3, 3 2. Ii 2. n 2. 8 

8. l (i,O !i,!i H. 4 

l!i.!i 11. 4 9. R 11.fi 

(i4 li:l f¥4 fi4 

-R +4 -:i +I 

-~7 -24 -Zfi -1:i 

+87 +81 +fiR +40 

+Rfi +8:l +fiR +4l 

+!il +fi2 +~4 

+12 +9 +7 +7 

-11 -4 -8 -fi 

-49 -~4 -~~ -2fi 

+lfiO +124 +RI +72 

+!08 +R4 +H2 

+60 +41i 

+lfi +I I +g +9 

-l8 -l -8 -R 

-fin -44 -4fi -:rn 

+280 +194 -l:lA +! 17 

+IH:l +1~2 +99 

+80 

+20 +14 +12 +II 

19 21 29 2:i 

27 27 ~g :ll 

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行 NOC技術ノートのバックナンバーは，大内新

った試験に基づくものでありますが，結果をすべ 興化学工業（林）ホームページに掲載しています．

て確実に保証するものではありません． http://www.jp-noc.co.jpの技術情報ページ

大内新興化学工業株式会社

(83) 521 


